
































































































































































施行され、NK/T cell lymphoma with Epstein-Barr virus と診断された。
P-127
副乳癌の一例
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【はじめに】副乳癌は乳癌の中でも稀な疾患である。今回われわれは、穿刺吸
引細胞診ならびに免疫細胞化学にて副乳癌を推定しえた一例を経験したので
報告する。
【症例】71才、女性、平成27年10月、当院泌尿器科にて、膀胱早期癌の精査目
的でCT検査を行い、右腋窩に腫瘤を認めた。平成28年1月、穿刺吸引細胞診
を施行し腺癌細胞を認めた。免疫細胞化学にてER陽性であり、乳癌、副乳癌、
女性生殖器腫瘍が示唆された。PET検査にて右腋窩領域のみにFDG集積が見
られ、その他部位には悪性病変を認めなかった。女性生殖器腫瘍も否定的で
あった為、右副乳癌疑いにて、同年2月、腫瘤摘出術および周囲リンパ節郭清
を行った。
【細胞所見】パパニコロー染色にて腫瘍細胞は結合性の良好な重積性を示す細
胞集塊として出現していた。核は比較的均一な類円形で、顆粒状に核クロマ
チンの増量を認めた。明瞭な核小体を有し、少数ながらICLの見られる細胞も
存在した。背景にはリンパ節組織成分は観察されなかった。
【肉眼および病理組織所見】肉眼的には、腫瘍径18×14mmで境界明瞭、割面
は灰白色であった。組織型は乳頭腺管癌、一部に粘液産生が豊富な粘液癌が混
在した。腫瘍周囲に正常乳腺は観察されなかった。免疫組織化学にてER(+)、
PgR(－)、HER2(Score3＋)、CEA(+)、GCDFP15(－)であった。
【まとめ】乳癌の中でも稀な疾患である副乳癌を経験した。腋窩腫瘤から穿刺
吸引細胞診を行った場合には、転移性腫瘍や副乳癌、脂腺・汗腺癌を念頭に
おいて鏡検することが肝要と思われる。また、免疫細胞化学を施行することは、
診断の一助になり得ると考える。
